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     月   日  

活用 シ ート 10  問題 用 紙  年  組  番  名前  

答えは、解
か い

答
と う

用紙の解答らんに書きましょう。 

 

(一) 正方形ＡＢＣＤを、①～③の順
じゅん

に折
お

りました。１～５の各
かく

問いに答え

ましょう。 

 

① 正方形ＡＢＣＤをたてに２等分するよ 

うに折り、折り目の線を直線ＥＦとしま 

ます。 

 

 

 

 

② 次に、点Ｄを通る直線を折り目として 

点Ｃが直線ＥＦに重なるように折り、折 

り目の線を直線ＤＧとします。 

 

 

 

 

③ 最
さい

後
ご

に、点Ａを通る直線を折り目とし 

て点Ｂが直線ＥＦに重なるように折り、 

折り目の線を直線ＡＩとします。 

また、点Ｃと点Ｂが重なる点をＨとし 

ます。 

 

 

 

図１  

図２  

図３  
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１ 図１の正方形の辺
へん

ＤＣは、図３のどの辺になりますか。答えを書きま

しょう。 

 

 

 

２ 図１の正方形の辺ＡＢは、図３のどの辺になりますか。答えを書きま

しょう。 

 

 

 

３ 図３の三角形ＡＨＤは正三角形になります。そのわけを説
せつ

明
めい

しましょ

う。 

 

 

 

４ 図３の角ＨＧＤの大きさは何度ですか。答えを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 図３の角ⅠＨＧの大きさは何度ですか。答えを書きましょう。 
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(二) 折
お

りたたんだ折り紙の一部を切り取り、開いたときにできる形について

考えます。１、２の各
かく

問いに答えましょう。 

 

１  次の図のように、正方形の折り紙を２回折った後、角Ａの部分を切り

口が正方形になるように切り取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この折り紙を開いたときの形を、次のア、イの中から１つ選んで、その

記号を書きましょう。ただし、色を付
つ

けた部分は切り取られた部分を表し

ます。 
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２  次の図のように、正方形の折り紙を４回折った後、角Ｂの部分を切り

口が正方形になるように切り取ります。 

この折り紙を開いたとき、どの部分が切り取られていますか。切り

取られた部分を黒くぬりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回目の 
折り目  

３回目の 
折り目  

２回目の 
折り目  

４回目の 
折り目  
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     月   日  

活用 シ ート 10  解
か い

答
と う

用紙  年  組  番  名前  

 

（一） 

１ 辺
へん

 

２ 辺 

３ 

 

４              度 

５              度 

 

（二） 

１  

２ 

 

毎 日 こ つ こ つ 、 や れ ば や る ほ ど 力 が つ く よ 。 さ

あ 、 が ん ば ろ う 。 (⌒ ｏ ⌒ )ｖ  
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活用 シ ート 10  正  答  例
れい

 

 

(一) １ 辺
へん

ＤＨ  ２ 辺ＡＨ 

３ （正答例） 辺ＡＨ、ＨＤ、ＡＤは、いずれも正方形の辺で長さが等しく 

なるので、三角形ＡＨＤは正三角形です。 

４ ７５度 

（考え方） 

角ＡＤＨは正三角形の１つの角なので６０°、 

角ＨＤＧは ９０°－６０°＝３０°の半分の大きさなので１５°で

す。 

三角形ＤＨＧで、角ＤＨＧは９０°だから、角ＨＧＤの大きさは 

 １８０°－（１５°＋９０°）＝７５°です。 

５ １２０度 

（考え方） 

角ＡＨＤは正三角形の１つの角なので６０°、角ＡＨＩと角ＤＨＧは

それぞれ９０°なので、 

角ⅠＨＧの大きさは３６０°－（６０°＋９０°×２）＝１２０°で、 

１２０°です。 

(二) １ ア  ２  

 

 


